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改�修特記仕様書55 HH2299..0033 AA--000066皆野町文化会館空調設備更新工事

　ート用棒鋼

　ート用棒鋼

７  断熱材兼用型枠

鉄筋コンクリート柱の溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法での型枠等

２  入�熱、パス間温度の

　  溶接条件

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

［88..2211..55］

・断熱材兼用型枠

種　類 施工箇所 品質等

・木質系

・コンクリート系

・プラスチック系

※壁（図示の範囲） 断熱抵抗

＝厚さ／熱伝導率・・

　　　　開発」において、評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の

厚さ（mmmm))

※4400以下

＝00..667766以上

　      （㎡・KK//WW）

設計基準強度材料等

　・金属系アンカー

　　　セット方式　　　　　※本体打込み式

１  あと施工アンカー

１  既存部分の撤去等

２  既存部分の処理

１  鉄筋

既存コンクリート面の目荒し

鉄筋の種類

・SSDD229955AA

・SSDD334455

・

種類の記号 呼び名（mmmm))

８  既存構造体との取合い

２  溶接金網

３  鉄筋の継手及び定着

４  鉄筋のかぶり厚さ

５  壁の配筋

割裂補強筋

網目の形状、寸法等

網目の形状、寸法（縦×横）（mmmm))

※110000×110000

継手方法等

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは目地底から算定する 。

・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による 。

壁配筋の重ね継手の長さ

　※壁配筋の重ね継手の長さは、建築基準法施行令第7733条による。（図示）

［88..22..44］ ［88..99..11］

［88..1199..22］［88..2200..22］［88..2211..22］［88..2222..22］［88..2233..33］

［88..1199..33］［88..2200..33］［88..2211..33］

［88..22..11］［表88..22..11］

［88..1199..66］［88..2200..77］

［88..22..22］

［88..33..44］［88..44..22§､33］

［88..33..55］［表88..33..66］

［88..33..77］

４  塗装

塗装の種類
工　程

・合成樹脂調合ペイント塗り

新　規塗替え

・Ａ種  ※Ｂ種

塗装面

・クリヤラッカー塗り（CCLL）

・フタル酸樹脂エナメル塗り

・アクリル樹脂系水分散系塗料

　塗り（NNAADD）

・アクリル樹脂エナメル塗り

１  材料 建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

２  下地調整

下地面の種類
下地調整の種別

モルタル面、プラスター面

コンクリート面、AALLCCパネル面

せっこうボード面、その他ボード面

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

３  錆止め塗料塗り 錆止め塗料塗りの種別等

塗装面 工程種別塗料種別 備　考

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

［77..22..11］［表77..22..11〜77］

［77..33..22§､33］［表77..33..11〜44］

　※規制対象外        ・第三種

［77..11..33］

建物内部に使用する塗料の材質　　・水性系　・

防火材料　　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 ［77..11..33］

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（施工箇所：　　　　　　　　　　）

既存塗膜の除去範囲（塗替えでRRＢ種の場合）

　※塗替え面積の3300％　　・図示

下地調整の種別等

コンクリート面、押出成形セメント板面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具を除く）

（22--UUEE§､22--AASSEE§､22--FFUUEEは除く）

（22--UUEE§､22--AASSEE§､22--FFUUEEの場合）

新　規塗替え

・

ひび割れ部

の補修

［77..22..22〜77］［表77..22..11〜77］

屋外

屋内

塗替え

新規（鋼製建具

　　　を除く）

新規鋼製建具

　Ｃ種

　Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種

　Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

　Ａ種

EEPP--GGの場合

EEPP--GGの場合

EEPP--GGの場合

22--UUEE§､22--AASSEE§､

22--FFUUEEは除く

［77..44..11〜77..1166..22］［表77..44..11〜77..1166..11］

・22液形ポリウレタンエナメル

　塗り（22--UUEE）

・アクリルシリコン樹脂エナメル

　塗り（22--AASSEE）

・常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル

　塗り（22--FFUUEE）

・つや有合成樹脂エマルション

　ペイント塗り（EEPP--GG）

　塗り（AAEEPP）

　（SSOOPP）

・合成樹脂エマルションペイント

　塗り（EEPP--TT）

・合成樹脂エマルション模様塗料

・ウレタン樹脂ワニス塗り（UUCC）

・オイルステイン塗り（OOSS）

・マスチック塗材塗り

　　Ａ種及びＣ種の凸面処理

　　　・行う　・行わない

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

木部

（鋼製建具を除く）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

　（FFEE）

　（AAEE）

屋内木部

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき鋼面

屋内コンクリート面

屋内モルタル面

屋外コンクリート面

屋内モルタル面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

屋内木部

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき鋼面

コンクリート面

モルタル面・プラスター面

せっこうボード面

その他ボード面

コンクリート面

モルタル面・プラスター面

せっこうボード面

その他ボード面

下地

調整

RRＡ種

RRＢ種

RRＣ種

屋内のコンクリート

面・モルタル面・

プラスター面・

せっこうボード面等

木部

木部

コンクリート面

押出成形セメント板面

モルタル面

AALLCCパネル面

※Ｂ種  ・Ａ種

※Ｂ種  ・Ａ種

・

・

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

※Ｂ種  ・

※Ｂ種  ・

※Ｂ種  ・Ａ種

※Ｂ種  ・Ａ種

・

・

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

※Ｂ種  ・

※Ｂ種  ・

※Ｂ種  ・

※Ｂ種  ・

　Ａ種

　Ｃ--３種

・Ａ種  ※Ｂ種

・

・

・

・

・Ａ種  ※Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

※Ａ種  ・

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

　Ａ種

　Ａ種

※Ｂ種  ・Ａ種

※Ｂ種  ・Ａ種

　Ａ種

　Ａ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

　Ａ種

　Ａ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

※Ｂ種  ・Ａ種

※Ｂ種  ・Ａ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ・Ｂ種

・Ａ種  ※Ｂ種

・行う

・行う

・行う

１  適用範囲 工事内容　　・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事 ［88..11..11］

　　　　　　・鉄骨ブレースの設置工事

　　　　　　・柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

　　　　　　・耐震スリット新設工事

　　　　　　・免震改�修工事

　　　　　　・制振改�修工事

　　　　　　・柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き工法）

　　　　　　・柱補強工事（連続繊維補強工法）

工事種別　　・施工調査（施工計画調査、施工数量調査、調査のための破壊部分の補修）

　　　　　　・撤去工事（設備機器配管及び仕上げの取壊し・撤去（下地の一部又はすべてを

　　　　　　　含む）、構造体のはつり）

　　　　　　・連続繊維補強工事

　　　　　　・スリット新設工事

　　　　　　・免震改�修工事

　　　　　　・鉄筋工事

　　　　　　・グラウト工事

　　　　　　・あと施工アンカー工事

　　　　　　・コンクリート工事

　　　　　　・鉄骨工事

　　　　　　・制振改�修工事

　　　　　　・その他工事

撤去範囲

［88..1199..22］［88..2200..22］［88..2211..22］［88..2222..22］［88..2233..33］既存鉄筋コンクリート内の鉄筋の切断

［88..1199..22］［88..2200..22］［88..2211..22］［88..2222..22］［88..2233..33］はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置

　適用範囲

　　※既存コンクリートとの打継ぎ面

　　※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充填部の接合面

　目荒しの範囲

　　・柱、梁面　打継ぎ面又は接合面全面の1155〜3300％程度

　　・壁　　　　打継ぎ面又は接合面全面の1100〜1155％程度

　目荒しの程度

　　※平均深さ22〜55mmmm（最大77mmmm）程度の凹面を、全体にわたってつける。

・

※66..00

・

鉄線�の径又は呼び名（mmmm)) 規　格

JJIISS  GG  33555511による

継手方法 呼び名（mmmm))

鉄筋の重ね継手の長さ

　※鉄筋の重ね継手の長さは、建築基準法施行令第7733条による。（図示）

［88..33..44］

鉄筋の定着長さ

　※鉄筋の定着長さは、建築基準法施行令第7733条による。（図示）

［88..33..44］

帯筋組立の形の種別 ［88..33..44］［図88..33..44］

改�修標仕表88..33..66の値に加える寸法（mmmm))

・柱§､梁§､壁及び庇等の外気に接する打放し面

・

施工箇所

６  壁開口部の補強 ［88..33..88］［表88..33..88］［図88..33..77］

７  ガス圧接 ［88..33..99］

種　類

※スパイラル筋

材　料 適用箇所

・はしご筋

・

径 本数ピッチ等材　質

※鉄筋コンクリ

※鉄筋コンクリ

　（異形鉄筋）

※SSRR223355

・

※SSDD229955AA

・

※φ66

・φ99

・

Ωｽ ﾊflﾟ≤ｲ◊ﾗŸﾙの径（mmmm） ※図示

・（　　　　　　）

Ωｽ ﾊflﾟ≤ｲ◊ﾗŸﾙのÀﾋflﾟØｯ¡ﾁ（mmmm）

（　　　　　　）

・ ・ ・ ・

　　　引張耐力　　　　　　※図示

　　　せん断耐力　　　　　※図示

　　　接合筋の種類、径、長さ　　※図示

　　　性能確認試験　　　　・実施する（試験方法及び試験数　※図示）　・実施しない

　・接着系アンカー

　　　アンカーの種類　　　※カプセル型

　　　引張耐力　　　　　　※図示

　　　せん断耐力　　　　　※図示

　　　接着剤の品質　　　　※有機系　・無機系

　　　アンカー筋の種類　　※改�修標仕表88..22..11の異形棒鋼　・全ねじボルト

　　　性能確認試験　　　　・実施する（試験方法及び試験数　※図示）　・実施しない

探査範囲２  穿孔前の埋込み配管 ［88..1111..22］

　  等の探査 　※あと施工アンカー施工部分すべて

　・図示

探査方法

　※鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

　・はつり出しによる

［88..1111..22］

　・

試験の適用３  施工確認試験 ［88..1111..55］

　※実施する（試験方法　※引張試験　・　　　　）

　・実施しない

種類　　　　※金属拡張系あと施工アンカーの異形差筋アンカー４  シアコネクタ ［88..22..44］［88..33..77］

径（mmmm）　　※DD1100

既存壁への有効埋込み長さ（mmmm）　　※77dd（dd：シアコネクタの径）

  （現場打ちコンクリート

　  壁の打増し部に用いる

　  シアコネクタ）

間隔（mmmm）　　※550000×550000

５  型枠工事

シアコネクタとセパレーターの兼用　　※兼用してもよい　・兼用しない

［88..77..99］

１  コンクリートの種類 レディーミクストコンクリートの類別　　※Ⅰ類　・Ⅱ類 ［88..11..33］

　  及び強度

普通コンクリートの設計基準強度 ［88..11..33］

設計基準強度FFcc（NN//mm㎡  ))

・2211

・2244

適用箇所

軽量コンクリートの設計基準強度等 ［88..11..33］［88..1100..11］［表88..1100..11］［88..1100..33］

・2211

・

適用箇所

スランプ ［88..11..44］

※1188

・

適用箇所

　合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ ［88..11..44］［表88..11..33］

適用箇所

設計基準強度FFcc（NN//mm㎡  ))

スランプ（ccmm))

種　別

気乾単位容積質量（tt//㎥  ))

・１種　・２種

種　別

コンクリートの仕上り

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

２  コンクリートの品質

３  コンクリートの材料 セメント ［88..22..55］［表88..22..33］

　セメントの種類

　　　普通ポルトランドセメントは、JJIISS  RR  55221100に示された規定のほか、水和熱が77日目で

　　332255JJ//gg以下、かつ、2288日目で440022JJ//gg以下のものとする。ただし、無筋コンクリートに

骨材 ［88..22..55］

　細骨材及び混合細骨材

　　・銅スラグ細骨材　　　　　　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

　　・電気炉酸化スラグ細骨材　　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

　砂利及び砂のアルカリシリカ反応性による区分　　　※Ａ　　・Ｂ

　砕石及び砕砂のアルカリシリカ反応性による区分　　※Ａ　　・Ｂ

混和材料 ［88..22..55］［88..55..88］

　種類　　　　　　　　※混和剤　　・混和材

　混和材料の使用量　　※改�修標仕88..55..88((aa))§､((bb))§､((cc))による

４  コンクリートの調合 コンクリート強度の気温による補正値

　  強度

［88..55..55］

　室内の工事における温度補正　　・行う　　・行わない

６  高い強度のコンクリート

設計基準強度FFcc（NN//mm㎡  ))

・2277　・3300　・3333　・3366

適用箇所

混和材料 ［88..99..33］

　※混和剤

　　※高性能AAEE減水剤標準形又は遅延形

８  コンクリートの

現場打ち鉄筋

補強工法 打込み工法

※工法指定なし

・流し込み工法[[88..1199..88((aa))((11))及び((bb))]]

部　位　  打込み工法等

部位ごとのコンクリート打込み工法の指定

コンクリート

壁の増設工事 ・圧入�工法[[88..1199..88((aa))((22))及び((cc))]]

・

※工法指定なし

・流し込み工法[[88..1199..88((aa))((11))及び((bb))]]

・圧入�工法[[88..1199..88((aa))((22))及び((cc))]]

・

鉄筋コンクリ

ート柱の溶接

金網巻き及び

溶接閉鎖フー

プ巻き工法

１  鉄骨製作工場 鉄骨製作工場の加工能力 ［88..11..55］

　※建築基準法第7777条の4455第11項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　    ((株))日本鉄骨評価センター又は((社))全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に

　　定める（　　）グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力の

　　ある工場

３  施工管理技術者 ※適用する　・適用しない ［88..11..55］［88..1144..22］

４  鋼材 鋼材の材質等 ［88..22..44］［88..22..77］［表88..22..55］

種類の記号 適用箇所 規格等

５  高力ボルト ボルトの区分 ［88..22..88］

　※トルシア形高力ボルト

　・JJIISS形高力ボルト

すべり係数試験 ［88..1133..22］

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 ［88..11..66］（別22--11..11〜11..33）

　※行わない　　　・行う　（試験方法等：　　　　　　　　　　　）

６  溶融亜鉛めっき

摩擦面の処理

　※ブラスト処理（表面粗度5500μmmRRzz以上）

　　　すべり耐力等の確認方法　　※すべり耐力試験方法等　　・図示

　・りん酸塩処理

　  高力ボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 ［88..22..88］［88..11..66］（別22--11..11〜11..33）

（77..1122..44）

７  普通ボルト ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 （77..22..33）［88..11..66］（別22--11..11〜11..33）

８  アンカーボルト アンカーボルトの保持及び埋込み工法の種別 （77..1100..33）（表77..1100..11）

　・建方用　　（・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種    ）

柱底均しモルタルの工法の種別

　※Ａ種　・Ｂ種

（77..1100..33）（表77..1100..22）

９  鉄骨工作仮組 ・行う　　※行わない

1100  溶接接合 [[88..1144..44]]（別22--33..11〜33..44）

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　※行う　　　・行わない

放射線�透過試験　　　　　　　　　　　※行わない　・行う　

マクロ試験（エンドタブ使用）　　　　※行わない　・行う　

1111  スタッド 呼び名等

呼び名 呼び長さ（mmmm)) 適用箇所

・1166

・1199

・2222

1122  錆止め塗装 耐火被覆材の接着する面の塗装

    （頭付きスタッド

    JJIISS  BB  11119988）

　・行う（※JJIISS  KK  55662222　・　　　　　　　　）　　※行わない

部　位

柱、梁の主筋

その他の鉄筋（　　　　　　）

［88..33..77］

・DD1100

・

壁面内方向�筋

（　　　　　　）

壁面外方向�筋

（　　　　　　）

・１種　・２種

　部材の位置及び断面寸法の許容差

　　※改�修標仕表88..11..22による

　　・　　　　　　　　　　　（適用箇所：　　　　　　　　　　　　）

［88..11..44］［表88..11..22］

　仕上りの平たんさ

　　※改�修標仕表88..11..44による

　　・　　　　　　　　　　　（適用箇所：　　　　　　　　　　　　）

［88..11..44］［表88..11..44］

適用箇所種　類

※普通ポルトランドセメント

・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

　又は混合セメントのＡ種

　　用いる場合を除く。

５  無筋コンクリート

適用箇所

設計基準強度等

種　類

※普通コンクリート

・軽量コンクリート

設計基準強度

（NN//mm㎡  ）

※1188

・

スランプ

（ccmm）

※1155又は1188

粗骨材の最大寸法

（mmmm）

※2255

（66..1144..11〜33）

・ ・2200

セメントの種類

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

　・高炉セメントＢ種　　（捨コンクリート）

適用箇所　　※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

　　　　　　・図示（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

[[88..1199..88]]［88..2211..55］

［88..1122..99］

［88..1144..77］

［88..1144..77］

［88..1144..1111］

［88..1144..1111］

［88..1144..1111］

［88..1166..33］

８--５８--４

８--３７ ８
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　　・フェロニッケルスラグ細骨材　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

圧接部の確認試験　　※超音波探傷試験　　・引張試験

　・監督職員の承諾する工場

　※鉄骨溶接基準図による　　・  

　・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ａ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ａ種  ・  ※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※Ｂ種  ・  

※ＲＢ種　・  

※ＲＢ種　・  

※ＲＢ種　・  

※ＲＢ種　・  

※ＲＢ種　・  

※ＲＢ種　・  

※ＲＢ種　・  

※Ｃ種　・  

※Ｃ種　・  

※Ｃ種　・  

※Ｃ種　・  

※Ｃ種　・  

　　塗料の種類　※11種　・  

　※図示　　・  

　※図示　　・  

　※露出部分は、錆止め塗料塗りを行う　　・  

　　・  

　　・  

　　・  

※DD1166以下　　　・  

※DD1199以下　　　・  

※ガス圧接　・機械式継手

※重ね継手　・  

　・  

　・  

　・WW−Ⅰ形　　・WW−Ⅱ形　　・WW−Ⅲ形　　・  

※1100　　・  

耐震壁の開口部補強　　※図示　　・  

壁配筋の定着長さ　　※図示

　　　確認強度　　※図示　・  

増打ち壁への有効定着長さ（mmmm）　　・  

　　　　　　　　　　　・  

　　・  

・すべての増設壁　・図示　・  

・すべての増設壁　・図示　・  

・すべての増設壁　・図示　・  

・図示　・  

・すべての増設柱　・図示　・  

・すべての増設柱　・図示　・  

・すべての増設柱　・図示　・  

・図示　・  

　　・  

　柱頭柱脚の隙間部間の型枠

　　※発泡プラスチック保温材等を埋め込む

　柱頭柱脚の隙間寸法　　※図示　・  

　既存柱外周�部あと打ちコンクリート又はモルタルの厚さ 　　※図示

※JJIISSによる　・  

※JJIISSによる　・  

※JJIISSによる　・  

※JJIISSによる　・  

開先の形状　　※鉄骨溶接基準図による　・  

鋼製エンドタブの切除する部分　　※図示

スカラップの形状　　※鉄骨溶接基準図による　・  

　　　　　　・  

　※（別22--11..11〜11..33）による　　・  

　※（別22--11..11〜11..33）による　　・  

　※（別22--11..11〜11..33）による　　・  

　・構造用　　（※図示　　・　　　　  ）

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

　ＲＡ種

　ＲＣ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・

・

・

・

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ
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